
珈　

ソ
連
崩
壊
、
ア
ラ
ブ
の
春
な
ど
を
予
見
し
て
き
た

歴
史
家
で
あ
り
人
類
学
者
で
あ
る
著
者
が
今
度
は
ド
イ

ツ
の
隆
盛
を
論
じ
た
。
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ッ
ド
『「
ド

イ
ツ
帝
国
」
が
世
界
を
破
滅
さ
せ
る
』（
文
春
新
書
、

８
６
４
円
）
は
書
名
か
ら
し
て
す
ご
い
が
（
原
題
は
「
欧

州
大
陸
を
牛
耳
る
ド
イ
ツ
」）、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ
は
ド
イ
ツ
圏
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
バ
ル
ト
三
国
は
ロ
シ
ア
嫌
い
の
ド

イ
ツ
の
衛
星
国
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ

イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
事
実
上
の
被
支
配
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
併
合
途
上
、
フ
ラ
ン
ス
は
な
ん
と
自
主
的
隷
属
国

だ
と
著
者
は
言
う
。
欧
州
で
独
自
性
を
保
っ
て
い
る
の

は
イ
ギ
リ
ス
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
く
ら
い
の
も
の
と
い
う
の

だ
か
ら
、
ま
さ
に
「
ド
イ
ツ
恐
る
べ
し
」
で
あ
る
。

　

欧
州
の
人
口
学
、
パ
ワ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
地
政
学

が
縦
横
に
語
ら
れ
て
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
る
形
式

で
あ
る
）
説
得
力
十
分
と
感
じ
た
。
ロ
シ
ア
と
ア
メ
リ

カ
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
も
も
ち
ろ
ん
検
討
対
象
で
、
日
本
へ

の
重
要
な
示
唆
を
持
っ
た
内
容
だ
と
著
者
は
力
説
す
る
。

パ
ッ
ク
ス
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
時
代
は
終
わ
り
、
米
中
独

ロ
が
世
界
を
分
割
す
る
時
代
が
到
来
す
る
の
か
（
ロ
シ

ア
軽
視
の
風
潮
は
厳
し
く
論
駁
さ
れ
る
）。
新
書
と
は

い
え
、
問
題
提
起
は
ま
こ
と
に
重
い
も
の
が
あ
る
。

玳　

桂
小
五
郎（
木
戸
孝
允
）、
高
杉
晋
作
、�
久
坂
玄
瑞�
、

く
さ
か
げ
ん
ず
い

井
上�
聞�
多
���

（
馨
）、
吉
田
松
陰
。
日
本
近
代
の
基
礎
を
築

も
ん 
た

い
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
自
称
「
勤
皇
志
士
」
に
対
す
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る
原
田
伊
織
『
明
治
維
新
と
い
う
過
ち
』（
毎
日
ワ
ン
ズ
、

１
６
２
０
円
）
の
評
は
ま
こ
と
に
厳
し
く
て
、
ア
ジ
ア

侵
略
へ
日
本
を
誤
ら
せ
た
長
州
の
テ
ロ
リ
ス
ト
に
す
ぎ

な
い
、
と
散
々
で
あ
る
。
特
に
彼
ら
を
テ
ロ
リ
ス
ト
に

育
て
上
げ
た
吉
田
松
陰
は
徹
底
的
に
糾
弾
さ
れ
る
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
小
説
や
映
像
で
頭
に
刷
り
込
ま
れ

て
き
た
人
物
像
や
事
件
の
数
々
が
ひ
っ
く
り
返
っ
て
見

え
て
き
て
、
西
郷
隆
盛
、
徳
川
斉
昭
、
阿
部
正
弘
、
坂

本
龍
馬
ら
の
実
像
も
こ
れ
ほ
ど
か
と
び
っ
く
り
す
る
。

水
戸
学
の
狂
信
性
、
会
津
戦
争
で
の
長
州
の
お
ぞ
ま
し

さ
も
再
確
認
で
き
る
。
幕
末
以
降
の
歴
史
と
は
薩
長
の

書
い
た
歴
史
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
頭
に
叩
き
込
む
必

要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
半
藤
一
利
『
幕
末
史
』（
新

潮
文
庫
、
７
６
６
円
）
と
の
併
読
を
お
勧
め
す
る
。

珎　
「
地
方
創
生
」
と
い
う
言
葉
が�
巷�
に
氾
濫
し
て
い
る

ち
ま
た

が
、
マ
ク
ロ
の
話
よ
り
も
、
町
を
ど
う
具
体
的
に
活
性

化
す
る
か
、
小
さ
な
小
さ
な
創
業
を
ど
う
進
め
て
い
く

か
、
と
い
う
観
点
か
ら
の
取
り
組
み
が
大
事
だ
と
感
じ

る
。
木
下
斉
『
稼
ぐ
ま
ち
が
地
方
を
変
え
る
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

出
版
新
書
、
７
９
９
円
）
は
そ
の
点
、
大
い
に
参
考
に

な
っ
た
。「
小
さ
く
始
め
よ
、
全
員
の
合
意
は
ダ
メ
、

利
益
率
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
れ
」
な
ど
体
験
に
裏
付
け

ら
れ
た
多
く
の
実
戦
的
ヒ
ン
ト
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

玻　

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
テ
ロ
は
収
ま
る
気
配
が
な
い

が
（
収
ま
る
は
ず
も
な
い
の
だ
が
）、
小
倉
孝
保
『
三
重

ス
パ
イ
』（
講
談
社
、
１
９
４
４
円
）
は
ロ
ン
ド
ン
の
モ

ス
ク
に
潜
入
し
過
激
派
の
動
き
を
ス
パ
イ
し
た
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
出
身
の
男
、
ハ
セ
イ
ン
の
半
生
を
詳
細
に
追
っ

た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
力
作
。
た
だ
し
「�
三
重�
」
ス

ト
リ
プ
ル

パ
イ
と
い
う
の
は
羊
頭
狗
肉
の�
類�
で
あ
ろ
う
。���
（
純
）

た
ぐ
い
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